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a)夕蒻r下茅引刹R日彼老＼れることlミより、Лヽニカヮシ吻ウ,a'植 ボ月、こくなろ′

こえ薄夕九渕への力じに` み娩 が,逮動¬ミぷン、つ)が鍛彩擦[が力勧,さ永るためで
｀
ある。

∩ぶ鵠 蝙 碁鯰溺[覚
ルおIiブ躊:鰊:麟′統 が々卜すべきで`あう。こ夕塚4動始て`湾̀ ぴ

さな啜ルが 玖てノヽる。

o)夕九 千絆セなたサろ←′月■嗜E′F型よりtえうぞ`ぁる。この形反ド浴て'′

タカ仁えの切り次ン(月型))畿盛りるベンであり,

`,夕わ 上殉刻陽トニ角掟贅おそフすた場ら(I′」2)ル協rた、1″たが4られた

が 吏逸為が大】くれると(ブ型,/筋鞠べた＼すり入たがぁる形麦♭〕たさbltるたのソ人

メカ濤禾を2Lとだり′遂吻 し多くカラ.た逸錫)さクタ狂タスのFブ九駒メ宕(I型 り|ミポインナ秒
ド
｀

あらと巡は入ラ″
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